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はじめに 
 

  教育委員会制度は，首長からの独立，合議制，レイマンコントロールによ

り，政治的中立性，継続性・安定性の確保，地域住民の意向の反映を図るも

のとして，戦後わが国に導入され，地方教育行政の基本的な制度として定着

しています。 

  また，地方分権の進展や教育に関するニーズの高まり，委員会の担任業務

の多様性や専門性などから制度創設時から現在に至るまで，随時，制度改正

を重ねてきています。 

  このような中，平成１８年１２月の教育基本法の改正及び平成１９年３月

の中央教育審議会の答申等を踏まえ，平成１９年６月に「地方教育行政の組

織及び運営に関する法律」が改正され，平成２０年４月から施行されました。 

この改正法の大きな柱の一つであります「教育委員会の責任体制の明確化」

の方策として，効果的な教育行政に資するとともに住民への説明責任を果た

すため，教育委員会が毎年その権限に属する事務の管理及び執行の状況の点

検及び評価を行うことが義務付けられたところであります。 

本市教育委員会においては，毎月，重要事項を審議決定する教育委員会議

を開催するとともに，教育施策に関する研修，視察等を行うなど，事務局と

連携しながら，積極的な活動を通じて教育行政の推進に努めてまいりました。  

さらには，これまで実施した点検・評価を生かして，様々な関係組織と連

携し，人づくりを考える会議を立ち上げるなど，市民協働による人づくりを

推進する体制を整え，検討を行って参りました。 
本報告書では，まず,本市の評価制度の概要を説明いたします。そして平成

２３年度の教育委員会の活動状況を振り返るとともに，本市教育委員会が実

施した施策全般について，その施策ごとに行った点検・評価の結果を報告い

たします。本年度の評価の実施にあたっては，学識経験者として，木村 寛

様，山田 葉子様のお二人から所見をいただき，評価結果に反映させていた

だいております。 

 

    平成２４年８月 

宇都宮市教育委員会 
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第１章 教育委員会評価の概要 
 

 

１ 評価の趣旨 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）第２７条

の規定に基づき，効果的な教育行政の推進に資するとともに，市民への説明責任を果

たしていくため，宇都宮市教育委員会が実施する教育に関する事務の管理及び執行の

状況の点検及び評価を実施する。 

 

２ 評価のしくみ 

教育委員会により自己評価を実施し，外部評価委員の意見を踏まえ総合評価を行う。 

 

 

 

 

《教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価》 

・ 施策評価⇒教育委員会による自己評価 

・ 外部評価を踏まえた総合評価⇒教育委員会で決定 

 

教育委員会評価 

 
《議会への報告》 

・ 報告書を作成 

・ 議長へ提出 

・ 全議員に報告書提供 

議 会 

 
《市民への公表》 

・ ＨＰに報告書を掲載 

・ 市民からの意見聴取 

公 表 

 
《学識経験者の知見を活用》 

・ 教育委員会自己評価に対し，

意見，助言 
 
【参考】 
○ 評価委員設置 
・ 委員 ２名 
・ 年１～２回（評価への意見な

ど） 

評価委員 

 

 

 

教育委員会による

評価 

（P D C A ｻ ｲ ｸ ﾙ）

【目標設定】Plan 

・評価票の作成等 

【事業実施活動】

Do 
・各種事業，活動の

展開 

【評価】Check 
・自己評価 

 

【改善】Action 
・目標,活動の見直し

・評価内容・方法の

見直し 

外部評価を 
踏まえた 
総合評価 

報告 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律抜粋（平成 20 年 4 月施行） 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第２７条 教育委員会は，毎年，その権限に属する事務（前条第 1 項の規定により教育長

に委任された事務（同上第 3 項の規定により事務局職員等に委任された事務を含む。）を含

む。）の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い，その結果に関する報告書を作成

し，これを議会に提出するとともに，公表しなければならない。 

２ 教育委員会は，前項の点検及び評価を行うに当たっては，教育に関し学識経験を有す

る者の知見の活用を図るものとする。 



3 
 

３ 評価対象・実施期間 

（１） 対象 

平成２３年度実施の教育行政全般とする。 

○教育委員会活動状況  

○教育委員会施策全般 

※市立小中学校において，教育機関としての評価を実施するものは，除く 
 

（２） 実施期間  平成２４年５月～９月 

 

４ 評価の方法 

ア 自己評価 

      各主管課及び教育委員会による評価を実施  

 

イ 評価委員からの意見の聴取 

      教育委員会評価委員（学識経験者）から意見を聴取 

      自己評価に対する意見，助言 

 

   ウ 総合評価 

自己評価に対する評価委員からの意見等を踏まえ，総合的な評価を行い，次

年度への課題，今後の方向性を示す。 

 

５ 評価委員（学識経験者） 

   本市教育行政に大きく携わり，専門的かつ広い観点からの知見を期して，学校教育,

社会教育全般における識見の高い方からご意見をいただいた。 

 

氏 名 団体・役職名 

木村  寛 宇都宮大学 名誉教授 

山田 葉子 

宇都宮市スポーツ推進委員 

陽東中学校魅力ある学校づくり地域協議会

副会長兼地域コーディネーター 
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第２章 教育委員会の活動状況の評価 
 

１ 教育委員会の活動状況の評価 

      教育委員会が，レイマンコントロール（※１）のもとに運営されているか，市民や現
場の意見を反映させた教育行政を執行できているか，委員のメッセージが市民に発信
できているかの観点から評価を実施する。 

 

【評価】 

 ○教育行政の方針等について十分な審議を行うため，会議の前後に委員協議会を開催し，

実務を担当する事務局職員との意見交換を行い，さらに計画の策定や改定など特に重

な案件の審議については事前に十分協議を行った。 
これにより，大所高所から本市の教育行政の方針を決定し，レイマンコントロールに

よる教育委員会運営を行うことができた。 
 ○教育行政に市民，教育現場の意見を反映させるため，教職員との意見交換会や教育施

設等の視察を行い，現場の状況や課題の把握に努めた。 
しかしながら，より多くの市民や現場の声を受け止めるためには，さらに多くの機会

を設ける必要があった。 
○社会全体による人づくりをリードするため，宮っこだよりや教育懇談会における意見

説明，式辞，人づくりフォーラムなどを通して，学校や家庭，地域，企業に向けて，

人づくりのあり方や，人の輪が子どもたちの夢をはぐくみ，魅力あるまちづくりに繋

げていくことの大切さなどのメッセージを積極的に発信した。徐々にではあるが，人

づくりの重要性に対する機運を高めることができた。 
 ○平成２４年度からの小中一貫教育・地域学校園の全市一斉開始に向け，十分な審議，

協議や周知啓発について取り組み，それに対する意識付けができた。 
 
【今後の方向性】 

○積極的に教育施設を訪問し，より多くの市民や教育現場の意見を聞くことで本市の教

育に必要な施策を見極めながら，より効果的な推進に努めていく。 
○レイマンである教育委員と教育行政の専門家である教育長，市政の代表である市長と

が，常に共通認識を持ちながら教育行政を執行することが重要であることから，本市

の教育についての相互の考えを確認しあうための機会を積極的に設ける。 

○東日本大震災や登下校時に子どもが巻き込まれた事故などを忘れることなく，子ども

の安全を守るための施策のより一層の充実を図っていく。 

 

２ 教育委員の構成（平成２４年８月末現在） 

 

 

 

職・

氏名 
委員長 

藤原 宏史 
委員 

大場 文惠 
委員 

大矢 裕啓 
委員 

松江 比佐子 
教育長 

水越 久夫 

任期 
H17.10.1～ 
H25.9.30 
２期(７年) 

H19.10.1～
H27.9.30 
２期(５年) 

H20.10.1～
H24.9.30 
１期(４年) 

H22.10.1～
H26.9.30 
１期(２年) 

H24.4.1～ 
H24.9.30 
１期(５月) 

職業 
・ 

分野 

会社役員 
（経済） 

音大准教授 
（文化） 

会社役員 
(青少年育成) 

自営業 
(青少年育成・ 
社会教育) 

― 
(教育行政) 

（※１）レイマンコントロール 

一般人(レイマン)である非常勤の委員で構成される教育委員会の委員の合議により､大所高所から基本
方針を決定し､それを教育行政の専門家である教育長が事務局を指揮監督して執行すること 
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３ 教育委員会の組織 
 

小中学校 

（９３） 

 

教育センター

（１） 

上河内学校給

食 セ ン タ ー

（１） 

図書館 

（５） 

生涯学習 

センター 

（１８） 

視聴覚ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ

（１） 

美術館 

  （１） 

教   育   委   員   会
 
 
 
 
 
 
 
          

◆教育企画課（職員 2２名） 

・委員会の会議に関すること ・教育委員会の総合調整に関すること  

・教育行政の総合的企画に関すること ・事務事業の進行管理及び評価に関すること  

・予算及び決算に関すること ・学校の設置，廃止に関すること ・通学区域に関すること  

・育英事業に関すること ・事務局及び県費負担教職員以外の教育機関の職員の任免，その他の

人事及び研修に関すること 等 

◆生涯学習課（職員 2５名） 

 ・生涯学習振興施策の企画立案その他生涯学習の推進に関すること  

・家庭及び地域の教育力の向上に関すること 

・社会教育委員，社会教育に関すること ・青少年・成人教育に関すること  

・生涯学習センター，図書館及び視聴覚ライブラリーに関すること 等 

◆文化課（職員 2２名） 

 ・芸術文化の振興に関すること   ・芸術文化団体の育成に関すること 

 ・文化財の保護・活用に関すること ・文化財保護審議委員会に関すること 

 ・埋蔵文化財に関すること 等 

◆スポーツ振興課（職員３２名）〈出先機関〉冒険活動センター，河内総合運動公園管理事務所 

全国スポーツ・レクリエーション祭推進室（職員９名） 

 ・市民スポーツ振興に関すること ・スポーツ施設の管理に関すること  

 ・スポーツ振興審議会に関すること ・サイクリングターミナル，冒険活動センター，ジャパンカ

ップサイクルロードレース等に関すること 等 

◆学校管理課（職員８７名）  

 ・学校運営予算の管理，執行及び学校物品等の管理に関すること  

・学校施設の維持管理及び整備に関すること ・教科用図書の無償給付に関すること  

 ・学齢児童・生徒の就学，入学，転学，退学に関すること 等 

◆学校教育課（職員２２名） 

・県費負担教職員の任免その他人事に関すること ・学校の組織編制，教育課程，学習指導，児童

生徒指導，進路指導に関すること ・教科書その他教材の取扱いに関すること 等 

◆学校健康課（職員 1５名） 

 ・学校における食育に関すること ・学校給食に関すること ・県費負担教職員，児童生徒の健康

に関すること ・保健，安全及び体育教育に関すること ・学校の安全に関すること 

 ・学校の環境衛生に関すること 等 

《教  育  委  員  会》 

委
員 

委
員 

委
員
長 

委
員 

委
員 

○議会の同意を得て委員を任命 
市  長 

学校その他の機関を所管     《教 育 機 関》 

教育監 

事務局 
（職員２３７名）

教育次長 

教育長 
・事務局の事務を

総括 
・職員を指揮監督 

兼務 

《教育委員会制度の仕組》 

○ 教育委員会は，非常勤の委員を持って組織。これら委員

の合議により，幅広い視点から基本方針を決定し，その方

針・決定を受け，教育長が，事務局を指揮監督して具体の

事務を執行。 

○ 教育委員会の委員は，地方公共団体の長が，議会の同意

を得て，人格が高潔 で教育，学術，文化に関し，識見を

有する者から任命。任期は４年で再任可 

○ 教育長は，教育委員会が，その委員のうちから任命。教

育委員会のすべての会議に出席し，専門的立場から助言等

を行う。 

副参事 
（ｽﾎﾟｰﾂ交流担当）
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４ 教育委員会の活動状況 

（１） 教育委員会会議の開催状況   

     （平成 23 年の付議案件の内容については 7～12 ページ参照） 

 ２０年 ２１年 ２２年 ２３年 

開催 

回数  

定例会 12 12 12 12

臨時会 4 5 6 6

計 16 17 18 18

付議 

案件数 

  

  

審議 47 43 31 39

協議 19 10 7 4

報告 91 88 88 105

その他 38 38 71 56

計 195 179 197 204

※市町村平均開催回数 15.4 回 （平成２２年度文部科学省調べ） 
 

    
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

審議

19%
協議

2%

報告

52%

その他

27%

平成２３年 開催内容

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90

100
110
120

審議 協議 報告 その他

付議案件数推移 平成２０年

平成２１年

平成２２年

平成２３年
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 ○教育委員会議 審議案件 

回 議案番号 件  名 
審議年月

日 

1 第１号 宇都宮市通学区域審議会への諮問について H23.1.21

2 第２号 教職員の懲戒処分の内申について H23.2.3 

3 
第３号 

教育委員会に係る議会の議決を経るべき事件の意見の提出につい

て H23.2.18

第４号 平成２３年度教育委員会事務局組織について 

4 第５号 職員の人事について H23.3.10

5 第６号 平成２３年度小中学校長の人事異動の内申について H23.3.16

6 

第７号 職員の人事について 

H23.3.23
第８号 

教育委員会に係る議会の議決を経るべき事件の意見の提出につい

て 

7 

第９号 宇都宮市教育委員会の組織及び運営に関する規則の一部改正 

H23.3.25

第１０号 宇都宮市就学援助費交付規則の一部改正 

第１１号 宇都宮市立図書館条例施行規則の一部改正 

第１２号 宇都宮市生涯学習センター条例施行規則の一部改正 

第１３号 「宇都宮市文化振興基本計画改訂版」（案）について 

8 
第１４号 宇都宮市スポーツ振興審議会委員の委嘱について 

H23.4.25
第１５号 宇都宮市指定文化財の指定について 

9 
第１６号 宇都宮市生涯学習センター運営審議会委員の委嘱について 

H23.5.23
第１７号 宇都宮市就学指導委員会委員の委嘱について 

10 
第１８号 

教育委員会に係る議会の議決を経るべき事件の意見の提出につい

て H23.6.2 

第１９号 教職員の懲戒処分の内申について 

11 

第２０号 平成２４年度宇都宮市教育委員会組織・定員の方針について 

H23.6.24

第２１号 宇都宮市視聴覚ライブラリー運営委員会委員の委嘱について 

第２２号 宇都宮市指定文化財の指定について 

第２３号 宇都宮市社会教育委員の委嘱について 

第２４号 宇都宮市通学区域審議会委員の解職及び委嘱について 

12 
第２５号 

平成２４年度使用宇都宮市立小・中学校教科用図書の採択につい

て H23.7.15

第２６号 職員の人事について 

13 第２７号 宇都宮市図書館協議会委員の委嘱について H23.7.22

14 

第２８号 教育委員会に係る議会の議決を経るべき事件の意見の提出について

H23.8.19第２９号 教育委員会評価について 

第３０号 宇都宮市立東図書館における器物損壊事件の告訴について 

【平成２３年 教育委員会審議案件等一覧】 
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17 

第３１号 平成２４年度 教育委員会当初予算編成方針について 

H23.10.21第３２号 
平成２４年度宇都宮市立小中学校教職員定期異動に係る基本的な

考え方について 

第３３号 指定管理者制度導入施設に係る指定管理者の候補者について 

18 

第３４号 宇都宮市立小中学校の通学区域に関する規則の一部改正 

H23.11.25
第３５号 

教育委員会に係る議会の議決を経るべき事件の意見の提出につい

て 

19 

第３６号 宇都宮市生涯学習センター条例施行規則の一部改正 

H23.12.26
第３７号 宇都宮市生涯学習センター条例施行規則の一部改正 

第３８号 宇都宮市体育指導委員に関する規則の一部改正 

第３９号 宇都宮市スポーツ振興審議会への諮問について 

○教育委員会議 付議案件  

16 

(1) 宇都宮市教育委員会委員長の選任について 

H23.10.3(2) 宇都宮市教育委員会委員長職務代理者の指定について 

(3) 議席の決定について 

 

○教育委員会議 協議案件  

回 協議番号 件  名 
協議年月

日 

1 第１号 平成２２年度小・中学校卒業式あいさつ文（案）について H23.1.21 

8 第２号 教育委員会の活動について H23.4.25 

13 第３号 教育委員会評価（自己評価）について H23.7.22 

18 第４号 「宇都宮市学校教育推進計画（改定版）」について H23.11.25
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○教育委員会議 報告案件 

回 報告番号 件  名 報告年月日

1 
第１号 平成２２年度宇都宮市奨学生の選考結果について 

H23.1.21 
第２号 教育行政相談の内容と対応について 

2 第３号 学校事件・事故について H23.2.3 

3 

第４号 教育行政相談の内容と対応について 

H23.2.18 

第５号 宮っ子表彰及び義務教育皆勤賞表彰について 

第６号 学校応援制度について 

第７号 学校応援基金の設立状況について 

第８号 学校事件・事故について 

第９号 初期日本語教室「はばたき教室」の状況について 

第１０号 お弁当コンクール大賞作品の商品化について 

7 

第１１号 ３月議会一般質問の概要について 

H23.3.25 

第１２号 教育行政相談の内容と対応について 

第１３号 平成２２年度宇都宮市入学一時金貸付者の選考結果について 

第１４号 
「うつのみや学校マネジメントシステム」の平成２２年度全体アン

ケートの結果概要について 

第１５号 
「学習内容定着度調査」及び｢学習と生活についてのアンケート｣の

平成２２年度の結果概要について 

第１６号 平成２２年度における学校関係の被表彰校について 

第１７号 平成２３年度以降の児童生徒指導要録について 

第１８号 「土曜授業」の実施について 

第１９号 「地域はみんなの学校づくり」事業の実施について 

第２０号 地域教育推進体制整備後の取組状況について 

第２１号 第１０回エスペール受賞者の決定について 

第２２号 平成２２年度「教員マイスター制度」の取組状況について 

第２３号 平成２２年度「かがやきルーム」の成果と課題について 

第２４号 学校事件・事故について 

8 

第２５号 平成２３年度教育委員会運営方針及び教育委員会主要事業について

H23.4.25 

第２６号 教育行政相談の内容と対応について 

第２７号 モデル地域学校園における取組の検証（中間まとめ）について 

第２８号 教育長の権限に属する事務の委任及び事務決裁規程の一部改正 

第２９号 宇都宮市教育委員会文書取扱規程の一部改正 

第３０号 学校事件・事故について 

第３１号 
指導資料「新学習指導要領の趣旨を踏まえた学習評価―小学校各教

科の具体的評価例―」の作成・配付について 

第３２号 宇都宮版準備運動「みや!! 元気っ子たいそう」について 
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9 

第３３号 宇都宮市文化会館条例施行規則の一部改正 

H23.5.23 

第３４号 学校事件・事故について 

第３５号 教育行政相談の内容と対応について 

第３６号 全市実施用「小中一貫教育と地域学校園」手引書（暫定版）について

第３７号 会話科の実施状況について 

第３８号 平成 22年度学校給食費滞納対策の結果について 

第３９号 雑誌スポンサー制度の実施について 

第４０号 図書館資料リサイクル事業の見直しについて 

第４１号 
「自転車と読書の愉しさを子どもたちに！」交通安全紙芝居の作成

について 

第４２号 「宇都宮市学校 ICT 化推進基本計画」の策定体制等について 

10 第４３号 学校事件・事故について H23.6.2 

11 

第４４号 教育行政相談の内容と対応について 

H23.6.24 

第４５号 平成２３年度宇都宮市奨学生の選考結果について 

第４６号 
平成２３年度「頑張る学校プロジェクト」交付金事業の実施状況に

ついて 

第４７号 学校事件・事故について 

第４８号 
平成２２年度不登校の状況と学校における不登校対策の取組状況に

ついて 

第４９号 夏期の電力需給対策に伴う子どもの家等の対応について 

第５０号 「東日本大震災時の対応について」に関する調査結果について 

第５１号 全国規模組織等による被表彰校について 

第５２号 水上公園プールの休場について 

12 
第５３号 平成２３年６月議会一般質問の概要について 

H23.7.15 
第５４号 お盆期間の学校業務休止について 

13 

第５５号 東日本大震災における被災施設の復旧状況について 

H23.7.22 

第５６号 平成 23年度夏季休業期間における授業実施等について 

第５７号 シックスクール問題（化学物質過敏症等）について 

第５８号 夏期の電力需給対策に伴う子どもの家等の対応について 

第５９号 
第２４回全国スポーツ・レクリエーション祭「スポレク“エコとち

ぎ”２０１１」における本市実施内容について 

第６０号 教育行政相談の内容と対応について 

第６１号 学校事件・事故について 

第６２号 
宇都宮市立南図書館「多目的ホール」及び「プレイルーム」の愛称

募集について 

14 
第６３号 教育行政相談の内容と対応について 

H23.8.19 
第６４号 学校事件・事故について 



11 
 

14 

第６５号 平成２３年度宇都宮ジュニア未来議会の概要について 

H23.8.19 

第６６号 平成２４年度民間人等校長の任用について 

第６７号 平成２２年度いじめ，暴力行為等の状況について 

第６８号 宇都宮の人づくりを考える会議の設置について 

第６９号 地域スポーツクラブの設立について 

第７０号 
「第２４回全国スポーツ・レクリエーション祭」開催に係る実施体

制等について 

第７１号 放射線量の測定について 

第７２号 子どもの家等日曜開設事業等の実施状況について 

15 

第７３号 教育行政相談の内容と対応について 

H23.9.22 

第７４号 
隣接校との通学区域弾力化等による平成２４年度入学者の募集につ

いて 

第７５号 平成２３年９月議会一般質問の概要について 

第７６号 宇都宮市教育委員会における放射線対策について 

第７７号 宇都宮市立清原東小学校の復旧方針について 

第７８号 第６回うつのみや食育フェアについて 

第７９号 「（仮称）成人教育推進計画」の策定体制等について 

第８０号 子どもの家等日曜日開設事業等の実施状況について 

第８１号 宇都宮市立中央図書館における「リサイクル市」の実施結果について

第８２号 昭和小言語障害通級指導教室の機能の移転について 

第８３号 
南図書館｢多目的ホール｣｢プレイルーム｣愛称決定記念コンサートの

開催について 

第８４号 全国規模組織等による被表彰について 

17 

第８５号 教育行政相談の内容と対応について 

H23.10.21 

第８６号 
国本中央小学校区における飛地となっている通学区域に関する答申

について 

第８７号 
「小中一貫教育と地域学校園」検証の中間まとめと，今後の周知啓

発について 

第８８号 学校事件・事故について 

第８９号 「危機管理マニュアル」の修正について 

第９０号 子どもの家等日曜日開設事業等の実施結果について 

第９１号 南図書館「多目的ホール」「プレイルーム」の愛称について 

第９２号 平成２４年宇都宮市成人式について 

18 

第９３号 教育行政相談の内容と対応について 

H23.11.25 
第９４号 平成２４年度教育委員会当初予算要求概要について 

第９５号 「小中一貫教育と地域学校園の円滑な実施について」意見書について

第９６号 清原中央小学校の復旧方針について 
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18 

第９７号 
平成２３年度学校給食表彰（文部科学大臣表彰）及び平成２３年度

栃木県学校給食優良学校等表彰（栃木県教育長表彰）について 

H23.11.25 
第９８号 平成２３年度「元気っ子健康体力チェック」集計結果について 

第９９号 
第２４回全国スポーツ・レクリエーション祭「スポレク“エコとち

ぎ”２０１１」宇都宮市開催種目別大会等の実施状況について 

第１００号 子ども手当を活用した学校給食費滞納対策の充実について 

19 

第１０１号 教育行政相談の内容と対応について 

H23.12.26 

第１０２号 放射線対策について 

第１０３号 平成２３年１２月議会一般質問の概要について 

第１０４号 平成２３年度キャリア教育優良学校文部科学大臣表彰について 

第１０５号 宇都宮市体育文化振興公社の公益財団法人への移行について 
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（２）委員協議会 

教育委員会会議における議案の事前審議やその他教育課題に関する研究協議を行うた

め，平成２３年度においては，計１３回開催した。 

 ○主な議題  

・教育委員会事務局各課の重点事業等について 

・教育委員会における節電計画について 

・学校における放射線対応について 

・奨学金の滞納対策について 

・学校教育推進計画改定計画や学校 ICT 化推進基本計画，スポーツ施設整備計

画の策定について 

・県費負担教職員の人事権の在り方について 

・一条中学校移転改築について 

・モデル地域学校園における取組の検証「まとめ」について  など 

 

 

（３）視察，研修や市民との意見交換などの活動状況 

ア 学校・教育機関の視察 

  ○細谷小子どもの家 

     平成２３年 ８月１９日（金）午後１時１５分～午後４時００分 

     ・指導員との懇談，児童の活動視察 

  ○清原北小学校 

     平成２３年１１月２５日（金）午前１０時００分～午後１時００分 

     ・会話科活動や給食指導の視察（児童とランチルームにて会食，児童と懇談） 

     ・教職員との意見交換 

  ○姿川中学校 

     平成２４年 １月２５日（水）午後１時３０分～午後３時３０分 

     ・小学６年児童の中学校訪問視察 

 

イ 教育委員の自主研修，活動 

  ①市町村教育委員会研修等への参加 
○平成２３年度栃木県市町村教育委員会委員研修会 

平成２３年１１月９日（水） 
○平成２３年度関東甲信越静市町村教育委員会連合会理事会及び情報交換会 

平成２３年５月１９日（木） 
○平成２３年度関東甲信越静市町村教育委員会連合会総会及び研修会 

平成２３年５月２０日（金） ⇒東日本大震災により開催中止 
  ②教育委員による自主活動 
    教育委員各自において，保護者等からの相談対応や学校現場の視察，地域の育成会
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活動やボランティア，芸術文化活動への支援事業などの自主的な活動を行った。 
    特に，東日本大震災を受けて，学校教育への心配や不安を訴える保護者からの相談

が多く，事務局と連携しながら対応した。 
・宇都宮マラソンやジャパンカップロードレース等教育委員会主催事業等の参観 
・小中学生保護者や地域住民からの意見把握 
・各委員による地元の小中学校への訪問，学校行事等の参観 
・校長有志との懇談 

   ・育成会や読み聞かせボランティアなどの青少年育成活動の参加 
・商店組合，各種団体活動への参加，協力   など 

 
ウ 教育委員と二役，市議会との意見交換会 

  ①二役（市長，副市長） 
○平成２３年 ９月２２日（木） 午後４時００分～４時４５分 

テーマ「本市の教育の充実について」 
教育委員からの意見提案と自由討議 

 小中一貫教育と地域学校園の全市実施に向けて 
 地域の教育力を生かした児童の放課後活動の充実 
 感性を養う人づくりの充実 
 社会総ぐるみの人づくりに向けて 

②市議会（議長，副議長） 
○平成２３年１１月２５日（金） 午後２時００分～２時５０分 

テーマ「小中一貫教育と地域学校園の全市実施に向けて」 
小中一貫教育と地域学校園の推進によるこれまでの成果や今後の取組に関する説

明と意見交換 
 

エ 教育懇談会（教育委員と市民の意見交換会） 

○第１回，第２回 

開催日：（第１回） 平成２３年８月８日（月） 午後３時００分～午後４時３０分 

    （第２回） 平成２３年８月９日（火） 午後３時００分～午後４時３０分 

テーマ：「頼れる教職員」「信頼される学校」をめざして 

    震災後の防災意識について 

内  容： 教職員としてのやりがいや信頼される学校を実現するために必要なこと，

震災を体験し現場で感じたことなどについての意見交換 

参加者：（第１回）市内小学校の教職員 ７名  

（第２回）市内中学校の教職員 ７名  

  ○第３回 

開催日： 平成２３年１２月２６日（月） 午後４時００分～午後５時３０分 

テーマ： 「未来につなげよう！私の思い みんなの思い」 
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内  容： うつのみや人づくりフォーラム「子ども討論会」のプレ討論会とし，日々

の生活の中で心がけていることや挑戦していること，様々な人との出会いや

ふれあいなどを通して感じていること，目指す大人像，課題意識をもってい

ることなどについての意見交換 

参加者： 市内中高生 ７名 

 

 

（４）広報広聴活動 

ア 「宮っこだより」の発行（年２回発行，全戸配付） 

   ○第１１号（平成２３年５月発行） 

   【教育委員コラム】松 江  比 佐 子 委員 

    ・一人ひとりの思いが仲間を呼び，より大きなかがやきが生まれていく，それをま

ち全体で応援できたらすばらしいと思う。 

・学校・家庭・地域・企業などみんなが手をつなぎ，宮っこが夢を持ち続け，やり

ぬくことができるような人づくり，まちづくりを進めましょう！ 

   【主な取組の紹介】 

    ・「かがやく わたしの 写真展」 

     ・私たちが目指す「うつのみやの人づくり」 

・学校,家庭,地域の協力で広がる子どもの可能性「学ぶ力と健やかなからだを育む」 

  ・地域,企業とつながる学校 など 

 

   ○第１２号（平成２４年３月発行） 

   【教育委員コラム】 藤 原  宏 史 委員長 

    ・悲しい出来事や困難さえ行動するエネルギーに変えてしまう「心」の働き。この

たくましさこそ宮っ子に求められる「心」のあり方ではないか。子ども討論会に

参加していた宮っ子たちも，目標や強い思いをもつ自分自身の「心」も大切だが，

その「心」を後押ししてくれる周りの人たちの「存在」も大切と言っていた。 

     私たち一人ひとりの行動，その力の源は何だろうか。 

【主な取組の紹介】 

・うつのみや人づくりフォーラム開催ルポ 

    ・中学生による「あなたのためのお弁当コンクール」 

    ・未来を築く交流活動 など 

 

イ 市ホームページへの「みんなで育てよう！かがやく宮っこ」の掲載（随時更新） 

    ・教育委員の活動報告（小中学校をはじめとする教育施設の視察，懇談会等） 

    ・「人づくり」についての家庭，地域等へのアドバイス など 
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  ウ その他 

    あらゆる機会を捉え，市民に対し「人づくり」についての意識高揚を図った。 

・成人式，小中卒業式での式辞 

・うつのみや人づくりフォーラム など 
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第３章 教育委員会施策全般の評価 
  

本教育委員会の事務を４基本施策，１５施策に分類し，施策の取組状況や総合計画で

掲げた施策指標の達成度（目標値への達成度），進捗状況，平成２４年度末の達成見通し

の観点から，各施策ごとに評価を行った。施策名は以下のとおり。 

 

 ※参考資料として３５ページ以降に事務局による施策カルテを掲載。 

 

 【基本施策・施策】 

１．生涯にわたる学習活動を促進する 

（１）社会をつくる人づくりの推進 

（２）家庭・地域の教育力の向上 

（３）生涯学習活動への支援充実 

 

２．信頼される学校教育を推進する 

（１）学力向上の推進 

（２）豊かな人間性と健やかなからだの育成 

（３）地域と連携した独自性のある学校経営の推進 

（４）教育環境の充実 

（５）特別支援教育の充実 

（６）高い指導力と情熱をもつ教職員の育成 

（７）幼児教育の充実 

（８）高校，高等教育の充実 

 

３．個性的な市民文化・都市文化を創造する 

（１）文化活動環境の充実 

（２）文化的資源の掘り起こし，保存，継承 

 

４．生涯にわたるスポーツ活動を促進する 

（１）スポーツ活動環境の充実 

（２）スポーツを支える人材の育成，団体の活性化 
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【施策ごとの評価・方向性】 

１．生涯にわたる学習活動を促進する 

（１）社会をつくる人づくりの推進 

ア 評価と課題 

人材かがやきセンターにおいて，受講者のレベルやニーズに合った講座を体系的に

実施しており，また各生涯学習センターにおいて，成人対象事業，青少年対象事業と

して多様な市民ニーズに即した事業を実施している。講座・事業への参加者数は，増

加傾向となっており，学習機会の充実，人づくりの推進に貢献している。 

さらなる地域教育の推進に向け，地域社会の牽引役となる大人に対する学習機会の

充実及び参加促進や，学んだ人材を活躍の場へとつなぐ仕組みづくりが課題となって

いる。 

 

イ 今後の方向性 

   社会をつくる人づくりのさらなる推進に向け，人材かがやきセンター及び各生涯学

習センターにおける各種人材育成事業に取り組んでいるところであり，今後は学んだ

人材を活躍の場に円滑に結びつけるための仕組みづくりに取り組んでいく。 

 

 

（２）家庭・地域の教育力の向上 

ア 評価と課題 

各生涯学習センター，子どもの家における講座や子育て支援事業の実施，親学出前

講座，家庭教育サポーターの養成，家庭の教育手帳の作成・配布など，親力向上のた

めの様々な取組を進めてきており，家庭の教育力向上に貢献している。 

家庭・地域の教育力向上を目的のひとつとしている，魅力ある学校づくり地域協議

会への支援として，地域コーディネーター（※２）を全ての地域協議会で配置できるよ

う制度を見直し，活動の充実・強化を図ったところであり，また放課後子ども教室に

ついては，活性化支援に着実に取り組んできたことにより，地域活動者の数が大きく

増加するなど，地域ぐるみで子どもの育ちを支える意識が高まってきている。 

各事業内容の充実や関係団体・企業等との連携強化，地域学校園における取組との

連携が課題となっている。 

 

 

 

 

 
（※２）地域コーディネーター 魅力ある学校づくり地域協議会による学校・家庭・地域が連携した取り
組みを円滑に進めるため，各小中学校区に設置された地域協議会の活動の総合的な調整役として学校と家

庭・地域をつなぐための連絡調整を行う。 
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イ 今後の方向性 

  家庭・地域の教育力のさらなる向上を図るため，市民の関心度や重要度が高い，宮

っ子ステーション事業については事業全体のあり方の見直しや，放課後子ども教室の

開設日数の拡大など事業内容の充実について検討していく。 

平成２３年度から実施している地域はみんなの学校づくり事業では学校，家庭，地

域，企業が連携・協力しながら，地域の教育力を生かした学校教育の充実と家庭地域

の教育力向上のための活動を進めており，今後は地域学校園における連携した取組の

充実について検討していく。 

また家庭教育支援については，親学の推進や家庭教育対象事業など，様々な取組が

展開されてきていることから，今後も着実に推進していく。 

 

 

（３）生涯学習活動への支援充実 

ア 評価と課題 

生涯学習コーディネーター（※３）の着実な育成，地域教育メッセの充実，人材かが

やきセンターにおける各種事業の体系的な実施，南図書館の開館など，市民の主体的

な学習活動への支援に効果の高い事業を展開している。 

さらなる生涯学習活動への支援充実に向け，多様な学習機会の提供及び学習成果を

活かす機会の創出が課題となっている。 

また，５館体制となった本市図書館については，効率的・効果的な管理運営が課題

となっている。 

 

イ 今後の方向性 

  市民が自分にあった学習を選び取ることができるよう，市民の学習ニーズに応える

多種多様な学習の形式やテーマ・開催日時等の設定，学習情報の提供など，学習機会

を提供するとともに，学習成果を活かす仕組みづくりについても検討していく。 

また，南図書館の開館により５館体制となった図書館については，各館の特色を活

かし，効率的・効果的な事業実施及び管理運営に努めることで，市民の主体的な生涯

学習活動をより一層支援していく。 

 

 

 

 

 

 
（※３）生涯学習コーディネーター 生涯学習センター等において，生涯学習講座の企画・運営などの活
動を行う市民ボランティア。本市が実施する「生涯学習コーディネーター養成講座」の修了者 
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２．信頼される学校教育を推進する 

 （１）学力向上の推進 

ア 評価と課題 

様々な取組に対する教職員の努力により，学力向上に取り組む体制が整ってきてい

ることから，学習内容定着度調査の定着については，全学年全教科の平均でみると，

定着率は微増ではあるが伸びている。今後さらに，小中一貫教育・地域学校園の全市

実施により，学力向上を推進するにあたっては，地域学校園内（※４）の小中学校が

連携して教員の授業力の向上を図るとともに，家庭教育の充実や地域の教育力を活用

した学習支援等を活性化させていくことが必要となる。また，義務教育９年間を見通

した系統性のある指導と積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度や能力を身

につけさせることが必要となる。 

 

イ 今後の方向性 

  学習内容定着度調査については，新学習指導要領の全面実施に伴い，思考力・判断

力・表現力等を含めた総合的な学力を把握するため，実施教科に社会と理科を追加す

る等，拡充を図る。 

指導主事による学校訪問事業を今後も推進していくとともに，授業力向上プロジェ

クトにおいて研究成果を全市的に共有するため，発表会の開催に向けた取組を進めて

いく。 

また，外国語指導助手派遣事業については，会話科「英会話の時間」の全市実施に

あたり，小学校１年生から４年生までの外国語指導助手の授業参加時数が増えたため，

拡大して実施する。 

 

 

 （２）豊かな人間性と健やかなからだの育成 

ア 評価と課題 

食育事業や体力向上事業等については，目標は概ね達成しており，新体力テスト総

合評価 A 段階の割合が増加しているほか，「お弁当の日」を通じた感謝の心の育成が図

られるなど，実施効果も現れているが，お弁当の日や「うつのみや元気っ子プロジェ

クト」などの取組について小中の９年間を通した取組を充実させるとともに，継続し

て部活動推進のための地域指導者の確保などに取り組む必要がある。 

また，いじめゼロ運動の実施については，いじめの解消率が高くなるなど一定の成

果が上がっているが，今後とも，未然防止と早期発見・早期対応の取組を一層充実さ

せることが必要である。 

 （※４）地域学校園 各小中学校の魅力ある学校づくり地域協議会，ＰＴＡ等が連携し，地域ぐるみで子
どもを育むための活動や学校支援を行いながら，それに参画する大人も学びを深めることで，地域ぐるみ
の人づくりを進め，“地域はみんなの学校”を目指すもの 
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イ 今後の方向性 

「豊かな人間性と健やかなからだの育成」は，学校教育の原点ともいえる施策であ

り，次世代を担う宮っ子を育成するためにも必要不可欠な重要施策であることから，

社会環境の変化やニーズの把握に努め，小中一貫教育，地域学校園の視点から９年間

の系統性を考えて食育や体力向上，児童生徒指導の充実に取り組む必要がある。 

具体的には，「うつのみや元気っ子プロジェクト」の推進については，日常生活にお

ける体力向上の工夫や「みや!!元気っ子たいそう」を活用するとともに，家庭や関係

団体等と連携を図った体力向上の取組の促進，教員の指導力向上など，事業をさらに

拡大させて取り組んでいく。 

また，学校教育における食育推進事業については，「お弁当の日」の指導資料の充実

を図るとともに，日本型食生活を推進するため自校炊飯の計画的な整備と併せて米飯

給食回数の拡大を検討していく。 

さらに，いじめゼロ運動に実施については児童会・生徒会を中心とした取組を積極

的に推進するとともに，いじめゼロポスター等による周知啓発活動を推進していく。 

 

 

（３）地域と連携した独自性のある学校経営の推進 

ア 評価と課題 

｢魅力ある学校づくり地域協議会」において，学校経営や教育活動の充実・支援を図

るために実施している事業数については，「地域はみんなの学校づくり」事業の実施に

より大幅に増加している。また，｢学校マネジメントシステム」において，「学校と家

庭，地域，企業等が連携・協力して，教育活動や学校運営の充実を図っている」と判

断している地域住民の割合については，一定の高い水準を維持している。 

今後は，小中一貫教育・地域学校園の全市実施に伴い，９年間を通して保護者，地

域住民，企業等の地域の教育力を有効に生かした学校経営を行っていくことが必要と

なる。また，“地域はみんなの学校”を目指す地域学校園において，学校，家庭，地域，

企業等が一体となり，地域社会総ぐるみの人づくりを進めるとともに，地域教育力を

活用した学校支援の充実と地域教育活動の活性化を図る必要がある。 

 

イ 今後の方向性 

  地域はみんなの学校づくり事業については，学校，家庭，地域が連携・協力した活

動の更なる充実に向け，地域の実情に応じた活動の支援を継続する。 

また，小中一貫教育の推進については，２５地域学校園の実施状況把握と実践事例

等の情報共有，教職員対象の研修会の実施を行うほか，地域学校園に関連する各種地

域団体への説明を進める。 
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なお，小中一貫教育・地域学校園を充実させるため，学校マネジメントシステムの

推進やいきいき学校プラン推進事業などの事業を，引き続き実施していく。 

 

 

（４）教育環境の充実 

ア 評価と課題 

耐震性の低い校舎・体育館等について補強工事を実施するほか，校舎の大規模改造

や体育館の改築を実施している。学校施設については，安全性の確保が極めて重要で

あり，東日本大震災を踏まえ，より一層，耐震化を加速させるとともに，小中一貫教

育の円滑な推進に向け，老朽化した施設の改良や教育内容に対応した快適な教育環境

を確保する必要がある。 

また，教育環境のさらなる改善を図るため，普通教室冷房化等のリフレッシュスク

ール事業や，教育用パソコンの整備等のＩＣＴ（※４）整備事業を推進している。地域

学校園の着実な展開に向け，学校間の連携や相互支援などを推進するとともに，ICT 環

境の整備を進め，校務の効率化・平準化を図る必要がある。 

 

イ 今後の方向性 

  「教育環境の充実」は，学校施設の安全性確保や老朽化への対応，快適な学習環境

の確保がますます求められており，耐震化，校舎大規模改造，体育館改築，リフレッ

シュスクールなどの事業について，計画的に推進していく。特に，校舎・体育館の耐

震化については，平成２７年度の完了に向け積極的に取り組んでいく。 

また，教育現場におけるＩＣＴ環境の整備を進め，校務の効率化・平準化を図って

いく。 

 

 

 （５）特別支援教育の充実 

ア 評価と課題 

一人ひとりのニーズに応じた支援を行うため，特別支援教室（かがやきルーム）指

導員を小学校 66 校，中学校 11 校に配置するとともに，特別支援教育支援員を継続配

置している。今後も指導員の拡充や効果的な活用，指導内容のより一層の充実等を図

ることが必要である。 

併せて，幼児期から就労期までの一貫した支援を行うための「個別の支援計画」は，

平成２５年度の小中学校への導入に向け，手引書の作成が完了し，全教職員への配付

準備を進めている。 

 （※４）ＩＣＴ Information and Communication Technology の略で，コンピュータやインターネット等
の情報通信技術のこと。また，技術そのものだけでなく，情報通信技術を利用した製品・サービスや，それらが
普及している状態をも指すこともある。 
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また，特別支援学級担任の高齢化や学級増による人材不足に伴い，指導技術等の伝

承及び若手教員の育成が課題となっていることから，人材育成のための具体的な方策

を検討していくことが必要である。 

さらに，障害者基本法の改正に伴い，インクルーシブ教育（※５）に関する国の動向

等の情報収集が必要である。 

 

イ 今後の方向性 

   一人ひとりのニーズに応じた適切な教育的支援を提供するために，「個別の支援計画

の作成と全教職員の共通理解に基づく指導」が図られるよう「個別の支援計画活用の

手引」を使用した研修の機会と内容の充実，特別支援教室（かがやきルーム）などの

支援の場の拡大などに取り組んでいく。また，将来のインクルーシブ教育を見据え，

本市としての取組を検討していく。 

 

 

（６）高い指導力と情熱をもつ教職員の育成 

ア 評価と課題 

教職員の指導には，保護者から一定の評価がなされており，研修を始めとした各施

策の成果が見られる。 

今後は，小中一貫教育・地域学校園の全市実施により，創意工夫あふれる地域性豊

かな教育活動を主体的に展開し，地域に根づいた教職員の育成が課題となっているほ

か，本市においては現在５０歳代教員が約４割を占めていることから，今後の大量退

職に伴う教員の指導技術等の伝承及び経験の浅い教員の資質・能力の向上が課題とな

っている。また，情報社会の進展に伴い，教育現場においても，児童生徒の情報活用

能力や情報モラル育成のために，教職員のＩＣＴ活用指導力の向上が求められている。 

 

イ 今後の方向性 

  時代の変化や教育現場の課題に対し柔軟かつ適切に対応できる力量を持つ教職員の

育成に努めるほか，本市の教育施策や教育的課題等をより的確に反映した新たな研修

体系に即した研修の実施を目指す。 

また，「宇都宮市学校ＩＣＴ化推進基本計画」に基づき，児童生徒の情報活用能力の

育成や分かりやすい授業の実現のため，学習指導におけるＩＣＴ活用や，教職員の指

導力の向上を図るとともに，教育情報システムによる校務の効率化などについて，新

たなＩＣＴの活用の検討も行いながら推進していく。 

 

 
（※５）インクルーシブ教育 障がいを持つ児童・生徒のその年齢，能力，特性を踏まえながら，可能な限り障

がいのない児童・生徒とともに教育を受けること。現在，国において，実施にあたり必要となる施設整備，職員
配置及び法令等について検討中。 
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「若手教員育成システム」，「教員マイスター制度」による若手教員，中堅教員の育

成や，「うつのみや授業の達人」表彰制度による授業実践に優れた人材の顕彰事業など

を継続し，教員の資質や能力の向上を図る。 

 

 

 （７）幼児教育の充実 

ア 評価と課題 

子どもの健やかな育ちのため，幼稚園・保育園と小学校の教職員相互の情報交換等，

連携に係る取組を進めており，今後も小一プロブレム（※６）解消に向けて，子どもの

健やかな育ちのために教育の円滑な接続が必要である。 

また，幼児が人間形成の基礎となる幼稚園への就園支援や幼稚園教育の充実支援の

取組を進めており，幼稚園の地域子育て支援については，実施園数・事業実施数とも

増加している。今後も，教育を受ける機会の確保のため，就園にかかる利用者負担を

軽減するとともに，幼稚園における教育の充実を図るとともに，発達段階に応じたよ

り適切な教育が受けられるよう教育環境の整備が必要である。 

 

 

イ 今後の方向性 

  平成２４年度から地域学校園が全市実施となることから，その推進において，幼保

小の教職員間が共通理解をもち，就学前教育・保育と小学校教育のより円滑な接続を

図る。 

幼稚園の地域子育て支援，幼稚園就園支援，幼稚園教育の充実支援については，事

業を継続して実施するが，新システムに伴う幼保一体化の検討に併せて，各事業のあ

り方について検討する。 

 

 

 （８）高校･高等教育の充実 

ア 評価と課題 

市民が自己実現を図るために必要な学習機会等が充実するよう，奨学金制度の見直

しや公開講座数拡大などの取組を進めている。 

公開講座数は，年々増加傾向にあり，平成２３年度には目標値の８０講座を超える

１１６講座が実施された。 

 

 

 
（※６）小一プロブレム 入学してからも，なかなか集団生活になじめないケースがあり，そうした問題
のこと。 

 



25 
 

奨学金貸付事業については，積極的な制度周知が必要であり，リカレント教育にお

いては，市内８大学や大学コンソーシアム（※７）とちぎなどとの連携を強化し，公開

講座等の充実を図っていく必要がある。 

 

イ 今後の方向性 

  今後も，高度で専門的な学習機会や場の提供・充実が求められていることから，当

該施策を積極的に推進していく必要がある。 

奨学金貸付は事業手法として効果が高いことから，更なる制度周知を行っていく。ま

た，市内大学との連携強化や公開講座内容のより一層の充実など，市民の学習機会・

交流機会の創出を行いながら，リカレント教育（※８）の推進を図っていく。 

 

 

３．個性的な市民文化・都市文化を創造する 

（１）文化活動環境の充実 

ア 評価と課題 

総合計画に掲げた施策指標について，市民芸術祭等の文化活動の参加者が増加し，

平成２４年度の施策目標を達成している。 

平成２３年度に宇都宮美術館の空調機器の老朽化に対処するとともに，収蔵環境の

充実のため，施設の休館を伴う改修工事を実施した。 

今後継続的な市民の文化活動を推進するため，市民が気軽に利用できる文化活動環

境の場の充実を図り，更に文化芸術の裾野を広げる必要があるとともに，文化の担い

手を育成する文化振興事業を推進する必要がある。 

 

イ 今後の方向性 

   引き続きこれまで行ってきた市民芸術祭や教育普及事業の実施及び施設の改修，宇

都宮エスペール文化振興事業や文化ボランティアの育成・支援を継続することにより，

市民の文化活動環境の充実に努める。また，ジャズ，百人一首，妖精といった，本市

の個性ある文化資源の活用と情報発信により，市民の芸術文化への興味・関心を高め

る。 

 

 

 

 

 

 
（※７）大学コンソーシアム 個別に取り組むと手間や費用がかかる事業を共同で行うため，近隣の大学
などが集まった組織 

（※８）リカレント教育 一度社会に出た者が学校に戻り，職業能力向上などができるように組織された
教育システム 
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 （２）文化的資源の掘り起こし，保存，継承 

  ア 評価と課題 

総合計画に掲げた施策指標について，文化財保存団体数は，地域の文化財保存のた

めの市民協働事業の活発化により着実に増加し，平成２４年度の施策目標を達成して

いる。 

本市の伝統文化や文化財の保存と継承については，市民の関心度は近年高まってき

ているが，保存継承活動者の多くは，高齢化しており，若年層の参加が課題となって

いる。文化財を保存し周知・活用していくため，市内各地に分散する展示施設の連携

や，文化財表示板の老朽化対策が課題となっている。 

 

イ 今後の方向性 

   引き続きこれまで行ってきた重要遺跡等の文化財の保存・整備や，伝統文化継承事

業など市民による文化財保存活動への支援を継続するとともに，伝統文化の担い手の

育成を進めながら，文化財の保存，継承に努める。また，大谷の景観などの本市の個

性ある文化資源の活用と情報発信により，市民の歴史文化への興味・関心を高める。 

 

 

 

４．生涯にわたるスポーツ活動を促進する 

（１）スポーツ活動環境の充実 

ア 評価と課題 

地域スポーツクラブの設立・運営を積極的に支援し，新たに 2 地域でクラブが立ち

上がった。また，ジャパンカップサイクルロードレースは，昨年度に引き続き森林公

園でのレースに加え，中心市街地でのクリテリウムを実施し，過去最高の参加者数

73,000 名となった。さらに，市スポーツ振興財団において，スポーツを始めるきっか

けづくりとなる各種スポーツ教室等を開催するなど，市民が身近な場所でスポーツに

取り組める環境の整備を図っている。しかし，施策の指標である「20 歳以上の市民の

週１回以上のスポーツ活動実施率」は，東日本大震災の影響も考えられるが平成２２

年の 37％から 36％に減少している。 

今後も，市民が身近な場所でスポーツに取り組めるよう，地域の特性に合った地域

スポーツクラブの設立を進める必要がある。施設については，東日本大震災による被

災施設の 1日も早い復旧を図るとともに，計画的な整備を行う必要がある。 
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イ 今後の方向性 

   地域の特性に合った地域スポーツクラブの設立を進めるため，地域の実情やニーズ

を捉えながら，設立に係る各種支援を強化するとともに，既存クラブの自立に向けた

支援を実施していく。また，スポーツ施設については，市体育館の大規模改修をはじ

め，市民ニーズや施設の老朽化等の状況を的確に捉え，安全性の確保や計画的な整備

に取り組んでいく。 

 

 

 （２）スポーツを支える人材の育成，団体の活性化 

ア 評価と課題 

スポーツ推進委員や少年スポーツ指導員を対象とした研修会等の開催を通して，ス

ポーツを支える人材育成に取り組んでおり，活動指標である「スポーツ指導者の登録

者数」が増加している。また，地域におけるスポーツ活動推進の中核的団体である市

体育協会への支援を通した市民の主体的なスポーツ活動の促進や，市民のスポーツへ

の興味・関心を高めるため，施設愛称による支援や市広報紙の活用などのプロスポー

ツの支援に取り組んでいる。 

 今後も，身近な地域における市民のより主体的なスポーツ活動への参加を促進する

ため，スポーツ指導者の活用や資質向上，団体の活性化，多様な機会を通じた指導者

となる人材の発掘などに継続して取り組む必要がある。 

 

イ 今後の方向性 

   余暇時間の変容やスポーツ種目の多様化など，市民のライフスタイルやスポーツニ

ーズの変化に対応しながら，市民の主体的なスポーツへの参加を促進するため，市民

に身近な存在であるスポーツ推進委員などの指導者を対象とした基礎的・専門的な研

修等による資質向上や，市民のスポーツへの参加のきっかけとなるプロスポーツ支援

などに継続的に取り組むとともに，総合的スポーツ情報システム（Ｕ‐Ｓports）の利

活用促進などを通じた幅広い情報発信などに取り組み，更なる人材の育成と団体の活

性化に努めていく。 
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第４章 評価委員による所見 
 
木村 寛 評価委員 

１ 教育委員会の活動状況について 

【評価に対する評価・意見】 
教育委員会と事務局の活動は今年度も安定した活動によって，設定した目標を概ね達

成していると判断できる。ただ，教育委員会の会議について，今年度は協議の件数が減

り報告の件数が増えていることが気にかかるので，その理由を説明するべきと感ずる。 
 

○教育委員会の意見が教育行政に十分に反映されているか 
例えば，教育委員が教育にどのような期待をしているのかを，市民に対して発信する

機会が増えることを期待する。その１つとして，広報「宮っこだより」の教育委員コラ

ムが機能していると感じる。 
 

○民意が反映されているか 
視察・研修・意見交換や懇談会その他で得たことが，どのように施策等に反映された

のかを具体的にみる資料がない。一つでも例示されると好いと感ずる。 
 

○幅広い視点から事務局の管理監督ができているか 
事務局の活動に対する管理監督は教育委員会会議における報告件数が一つの指標にな

るだろうが，教育委員と事務局職員の関係は，連携を密として目的に向かう仲間という

側面が大切でないか。 
 

【今後の方向性に対する評価・意見】 
 教育委員の職が奉仕的な側面が強い中で設定した方向性は至極妥当な内容と判断する。 
 

○見直し・改善点について 
民意の反映に関して，教育委員と事務局の負担を増やさないで，より多くの市民や教

育現場の生の声や実態をつかむ工夫を広く問うても好いのではないか。 
 

２ 教育委員会施策・事業全般について 

 【評価に対する評価・意見】 
設定した施策・事業への取り組みの自己評価は全般的に妥当であり，それぞれの事業

は好い成果を得ていると判断できる。 
○施策の取組状況を踏まえた適切な自己評価か 

向上を目指して良かれと判断して企画・実施している事業でも，実施の状況から修正

等が必要な事柄も出てくるのが普通であろう。そして，それらは企画した側からはみえ
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にくいのではないだろうか。そこで，当事者の生の声を資料とする自己評価が必要では

ないか。例えば，食育事業の一つとして実施している「お弁当の日」では，「弁当を準備

することが困難な子ども」への配慮からの検討がなされているか。 
○住民・社会ニーズに対し必要な取り組みであるか 

４つの基本施策とそれをさらに具体化した１５の施策が，住民・社会ニーズを整理し

て作り上げたものと解釈できようが，昨年度に収集した住民・社会ニーズの中に新たな

ものがあったのか否かという企画に対する即応性も評価でみえるようにできないか。 
○施策に対して適切な取り組みであるか 

過去５年間の取り組み結果の数値的な推移をみれば，施策に対する取り組みがほぼ全

てについて適切であったことは明らかである。 
 

【今後の方向性に対する評価・意見】 
   設定した施策・事業に対する今後の方向性についても，全般的に妥当な内容になって

いると感じた。 
○見直し・改善点について 

今後の方向性に対する見直し・改善についての検討では，今後，いくつかの施策・事

業においては数値的な向上を目指すのではなく，内容の充実を目指す改善の方向を探る

必要を感ずる。 
 
３ 評価報告書の作成にあたって 

   教育委員会の事業を各部署毎に整理した資料は，自己評価して今後の改善の方向性が

よく分かるものとなっている。この資料を含めて，評価結果を市民に公表することを考

えるならば，文中のカタカナを中心とする専門的な用語を使わなければならないときに

は，その意味の説明が欲しい。また，この報告書を作成する労力を想像すると，作成作

業を軽減することを考えて欲しいと感じてしまう。 
教育委員会評価委員による所見も一つの市井の人の意見と言えまいか。ならば，前年

度の所見に記載された事柄が，今年度の活動などの中の何処に吸収処理されたかを，会

議で報告するなど，わかるようにすべきである。 
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山田 葉子 評価委員 

１ 教育委員会活動状況について 

【評価】 
多様な対象分野と事業が遂行される中，レイマンコントロールのもとに運営されている

か，市民や現場意見が反映されているか，委員のメッセージが広く市民に届いているか，

という観点で見させていただくとき，会議の開催状況，視察や市民との意見交換会・自主

研修会や二役・市議会との懇親会・教育懇談会，さらに委員協議会の開催など，充分な活

動と捉えます。 
 全国的に教育委員会の在り方が問われている昨今，充分な活動とともにその実績の可視

化が求められておりますが，さらなる理解を深め信頼を得るためには本市の教育方針など

を市長が自ら市民に語れるフェイストゥフェイスの情報発信をすることが必要でありまし

ょう。この二役・市議会との懇談会によりさらに綿密な連携体制が図れることを期待しま

す。 
 
【今後の方向性】 
 広報活動についてはなかなか難しい状況の中ではありましょうが，“宮っこだより”のよ

うに全戸配布と安堵することなく発信する全てにおいて，いかに読んでもらえるかという

目線を持ち，専門用語ではなく市民に分かりやすい表現を心がけ，また HP の活用では，

より多くの市民に発信することを意識して映像や写真を多く取り入れたレイアウトの工夫

や情報を随時更新し，より迅速な情報提供とアクセス数などの実績データを検証しフィー

ドバックすることも必要ではないかと考えます。 
 
２ 教育委員会施策・事業全般について 

【評価】 
 ２３年度実施された４つの基本施策と１５の施策について施策カルテを参照に執行状

況・達成状況を見させていただくと，幼児から生涯教育といった長期スパンの施策，さら

には教育環境やスポーツ・文化を含む，多岐にわたる包括的施策は本市の特色を活かしな

がら取り組まれており，進捗状況や課題の整理も分かりやすく見やすい形式にまとめられ

ております。対象施策を総括的に評価するのなら，ハード・ソフト面においてもかなり高

いレベルにあり，目標に向け良好な実績と思慮いたします。 
ただ，このカルテには施策に要した費用の記述がなく費用対効果という観点から点検・

評価させていただくとすれば，有効性認識との関連評価は次年度への裏付け資料とる重要

な部分でありますことから，抜け落ちていた気がします。 
また，今年度新規事業として「地域はみんなの学校づくり事業」などがありますが，そ

の事業の意義や意味をより明確にする点でこれが取り入れられた背景や目的についてより

詳しく説明があると良かったと思います。 
今後も自ら示された課題解決に向けさらなるブラッシュアップを期待します。 
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【今後の方向性】 
○基本施策：生涯にわたる学習活動を促進する 
 魅力ある学校づくり地域協議会を核とした家庭や地域教育力の充実，またすべての地域

協議会にコーディネーターを配置したことによる運営の検証を行いながら，各々の地域に

即した形で取り組みが行われるようご指導をお願いするところです。 
 さらに，市民に対する生涯学習の機会を充実させるためにはプロフェッショナルリーダ

ーシップの役割が重要であり，社会教育主事有資格者のみなさんに期待がかかります。 
 
○基本施策：信頼される学校教育を推進する 
 ８つの施策は数値的面においては前述のとおり良好な実績と捉えますが「豊かな人間性

と健やかな体の育成」の中でいじめ問題については特に注視すべき点と捉えます。現在，

いじめ根絶を図るための“いじめゼロ運動”が推進されております。解消率を数値化した

ものだけでは図ることができない部分が多く含まれます。各学校において実態を把握し早

期対応・早期改善を目指しメンタル的なケアを要する児童生徒のために心の教育推進事業

を充実させ，児童生徒一人ひとりに対しきめ細やかな支援が成されるよう対応いただきた

いと思います。 
また，「高い指導力と情熱をもつ教職員の育成」では「学力向上」と直結する部位でもあ

り本市独自の教職員研修カリキュラムの構築や教員マイスター制度・「うつのみや授業の達

人」表彰制度など，その資質・能力向上におけるさまざまな取り組みが成され頼もしく思

う反面，近年では教師は多様化する問題解決に向けた組織的対応が求められ，組織のハー

ド面における環境づくりとソフト面の狭間のなかでメンタル的に折れてしまう事例が増加

しているように思われます。そうした教職員の実態把握と対応も喫緊の課題であると感じ

ます。 
常に変化し続ける社会の中で知育・徳育・体育のバランスがとれた学校教育を目指し，

それぞれの課題に迅速かつ柔軟に対応できる組織作りや学校づくりを継続的にご指導いた

だきたいと思います。 
 

○基本施策：個性的な市民文化・都市文化を創造する 
 この分野に関しては数値化されるものだけでは図れないものが多いのでしょうが個性あ

る文化資源活用の推進のために実施している「ジャズ」「百人一首」「妖精」によるまちづ

くり事業をさらに充実させていただきたいと思います。学校教育の中で取り入れられた「百

人一首」などは魅力ある学校づくり地域協議会などを通じ地域の人々にも発信していける

と良いと感じます。また，伝統文化や文化財の保存と継承については若年層の参加をすで

に課題視しているとおりですが，文化資産の継承に対する意識の醸成を図ることが大切で

あると思います。“伝統文化フェスティバル”や“宮っこ伝統文化体験教室”などを再考し，

さらなるアクションを起こす必要性を感じます。 
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○基本施策：生涯にわたるスポーツ活動を促進する 
 東日本大震災やその後の節電の影響もあり「20 歳以上の市民の週一回以上スポーツ活動

実績率」が下がりましたが，団塊の世代が 60 代半ばを過ぎ運動の環境にない中高年齢者を

対象とした啓発活動の必要性も感じられます。市民が気軽にスポーツに参加し楽むことが

できる場の提供や指導者を育成することはこれからも継続して取り組まなければなりませ

ん。また，民間と連携しスポーツを通じた世代を超えた交流の場としても期待の高まる総

合型地域スポーツクラブは地域住民によって主体的かつ自主的に運営されるものでありま

すので，育成に際してはまず市民の理解を深めることが必要と感じます。 
 引き続き，生涯を通してスポーツに親しむことが出来るよう市民の声に応じながら事業

の実施，施設整備や維持管理を行なっていただきたいと思います。 
 
 結びになりますが，それぞれの施策には管轄部局を越え連携していくことも重要である

と思われます。例えば，母子保健や保育園・子育て支援を教育委員会に統合し，将に子ど

もと子育てを途切れることなく一元的に支援する体制の構築に取り組みが成されている自

治体があると聞きます。真の意味での“連携”という言葉がキーワードになると強く感じ

ます。 
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おわりに 
 

社会情勢の急激な変化や教育ニーズの多様化などにより，教育をめぐる様々

な課題が顕在化している中，その中核を担う教育委員会におきましては，地域

の実態を十分に把握するとともに，将来を展望した教育を充実させることが一

層求められております。 

 

本市におきましては，教育を「人づくり」とし，平成１７年度に策定した「宮

っこ未来ビジョンに基づき，子どもからお年寄りまでが本市に愛着と誇りを感

じながら，生涯にわたって夢をもち続け，心豊かでたくましく生きることがで

きる人づくりの実現という最大の目標に向かい，本市独自の教育改革を推進し

ているところであります。 

この教育改革の取組におきましては，家庭や地域，学校，企業，行政が一体

となって社会全体で人づくりをすすめることが何より重要であると考えており

ます。 

特に，昨今では企業自体も人づくりに力を入れているようであり，本市の人

づくりの推進に企業との連携は必要不可欠であります。行政だけでは実行の難

しいことも，企業と力を合わせ，互いに協力しながら取り組んで参りたいと考

えております。 

 

平成２０年度より実施している「教育委員会の点検・評価」では，教育委員

会の活動と教育行政の施策事業について点検・評価を行うことにより，教育委

員会の必要性を示すのみならず，議会へ報告や市民への公表を行うことにより，

多くの市民の方々に本市が進める教育改革の取組を知っていただき，御理解，

御協力をいただく機会となることを期待しております。 
今後とも，この点検・評価の結果を踏まえ，本市の教育を担う責務を十分に

認識しながら，常に教育行政の根本に立ち返り，社会情勢や新たな教育ニーズ

に応じた効果的な施策の展開に努め，新しい宇都宮の未来を切り拓く人づくり

を推進してまいります。 
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参考資料 

１ 一般会計予算と教育予算 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教育費 9.9% 
18,014 百万円 



1 ①　社会をつくる人づくりの推進

人材かがやきセンター事業
生涯学習ボランティア養成事業
人材かがやき支援事業
成人対象事業
青少年対象事業
人づくりビジョン推進事業

３７

2 ②　家庭・地域の教育力の向上

家庭教育対象事業
家庭の教育力向上事業の推進
放課後子ども教室推進事業
子どもの家・留守家庭児童会事業
子どもの家建設・整備費
地域の教育力向上事業の推進

３９

3 ③　生涯学習活動への支援充実

南図書館建設推進費
市図書館と学校図書館のネットワークの整備
図書館館内資料の収集提供
図書館読書推進事業
図書館障がい者サービス

４１

4 ①　学力向上の推進

学力向上推進事業
学校訪問指導事業
授業力向上プロジェクト
外国語指導助手派遣
外国人児童生徒への日本語指導

４４

5 ②　豊かな人間性と健やかなからだの育成

食育推進事業
うつのみや元気っ子プロジェクトの推進
部活動の推進
「宮っ子すくすくノーケータイプラン」の推進
いじめゼロ運動の実施
教育相談事業
心の教育推進事業
適応支援教室事業

４６

6 ③　地域と連携した独自性のある学校経営の推進

魅力ある学校づくり地域協議会交付金
小中一貫教育の推進
学校マネジメントシステムの推進
いきいき学校プラン推進事業
小規模特認校事業

５０

7 ④　教育環境の充実

校舎耐震化事業
体育館耐震化事業
校舎大規模改造事業
体育館・武道場整備事業
教室用パソコン整備事業
学校図書館図書整備事業

５２

8 ⑤　特別支援教育の充実

特別支援教育事業
身体障がい支援事業
就学指導事業
就学児検査費
専門家チームによる巡回相談事業

５４

9 ⑥　高い指導力と情熱をもつ教職員の育成

教職員研修事業
情報教育システム事業
若手教員育成システム
教職員ひらめき提案制度事業

５６

10 ⑦　幼児教育の充実

幼・保・小連携事業
子育てランド事業補助金（子ども部）
幼稚園就園奨励費補助金（子ども部）
幼稚園運営費補助金（子ども部）

５８

11 ⑧　高校・高等教育の充実
奨学金貸付事業
宇都宮大学教育学部連携事業負担金
市民大学運営協議会交付金

５９

番号
基本施策

4
施策
１５

主要事業 頁数

35

１　生涯にわたる学習活動を
促進する

２　信頼される学校教育を推
進する

２　平成２４年度　　行政評価　施策カルテ

　　施策の大綱：市民の学ぶ意欲と豊かなこころを育むために



12 ①　文化活動環境の充実

うつのみや百人一首市民大会交付金
ジャズのまち普及事業補助金
ジャズのまち活性化事業補助金
妖精資料活用事業
文化会館事業
美術館事業

６０

13 ②　文化的資源の掘り起こし，保存，継承

宇都宮伝統文化継承事業
指定文化財等保存修理支援事業
文化財調査事業
文化財周知啓発事業
上神主・茂原官衙遺跡発掘調査事業

６２

14 ①　スポーツ活動環境の充実

地域スポーツクラブ活動支援
スポーツ施設等の整備
ジャパンカップサイクルロードレースの開催
体育文化振興公社運営補助金
全国スポーツ・レクリエーション祭の開催

６４

15 ②　スポーツを支える人材の育成，団体の活性化

体育指導委員の育成
宇都宮市体育指導委員会補助金
宇都宮市体育協会補助金
少年スポーツ指導者の育成
U-Sports（スポーツに関する総合的なホーム
ページ）の構築・活用
プロスポーツチームへの支援

６６

基本施策
4

施策
１５

主要事業 頁数

36

３　個性的な市民文化・都市
文化を創造する

４　生涯にわたるスポーツ活
動を促進する

２　平成２４年度　　行政評価　施策カルテ

　　施策の大綱：市民の学ぶ意欲と豊かなこころを育むために
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